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占冠村
道の駅「自然体感しむ

　かっぷ」「自然体感ブース」でリ
　ラックス！

　道の駅「自然体感しむかっぷ」の「自然
体感ブース」では、占冠村を拠点に活動し
ている自然写真家門間敬行さんが撮影し
た占冠村に生息する動物や自然風景の写
真を展示しています。

�問 占冠村観光協会　�５６－２１２１

中富良野町
花咲く森で遊ぼう

　なかふらののシンボル北星山町営ラベ
ンダー園。富良野盆地の田園風景と十勝岳
連峰のパノラマを眺めながら登りつめる
と森林公園があります。
　この公園にはキャンプ場、バンガローな
どが花畑や森林に囲まれて設置されてい

ます。

�問 産業建設課　�４４－２１２１

上富良野町
深緑の登山は最高！
第２６回十勝岳山開き

　十勝岳の夏山登山の到来を告げる山開
き。記念登山も実施されます。
とき（予定）
　６月１９日�土 　午後１時からリレーマラ
　　　　　　　ソン  ３時から安全祈願祭
　６月２０日�日 　午前８時から
　　　　　　　記念登山

�問 実行委員会　�４５－３１５０

南富良野町
くつろぎの空間

　　　かなやま湖森林公園
　森に囲まれた森林公園は、緑の芝生と白
い砂浜が広がるくつろぎの空間です。
　のんびり散策するもよし、ゴーカート、
フィッシングも思いのまま。　清潔で充実
した設備のキャンプ場も好評です。

�問 企画商工課施設管理係　�５２－２１１５
　キャンプ場管理事務所　�５２－３１３２
　オートキャンプ場管理棟　�５２－２００２

人口人口とと世帯数世帯数
１６年４月末（前月比）

(148)25,600人　口

(81)13,418女

(67)12,182男

(150)21,631富良野

(5)2,635山　部

(-7)1,334東　山

(123)10,647世帯数

(120)9,204富良野

(2)1,040山　部

(1)403東　山

総合計画の実施事業を
徹底的に見直します3
健康増進型地域交流センター  平成19年オープン予定！

中心市街地活性化事業
（富良野駅前地区）　今年度の計画6
田園休暇 富良野・美瑛キャンペーン　観光入り込み10

第３６回北海へそ祭り スタッフを募集！11

７月１１日(日)は投票日です 参議院議員通常選挙12
「ふらのっ子会議」委員を募集

市民が主役のまちづくりへ第一歩13

第６次北海道小中学生書道交流訪中団　参加報告14

華麗（カレー）掲示板15

ズームアップふらの16
ふらのの元気を紹介します！

われら ふらの人　　　18

くらしの情報20

健康情報　消費者相談 Ｑ＆Ａ　ダイヤル交換市25

今月の一枚　 編集後記26

Contents目 次 6月号こ う ほ う

じ ん

今月の表紙
「春待ちどおしくて」

大西ひろみさん撮影

　なかなか暖かくならな
かった今年の春。子どもたち
はやっと外に出られ大は
しゃぎ。水たまりに雪を入れ
ては解かし、遊んでいます。
あまりに夢中になっている
のでカメラも目に入ってい
なかったようです。
　
表紙を飾る写真を募集中！
（詳しくは２４ページ）
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総
合
計
画
の
実
施
事
業
を

徹
底
的
に
見
直
し
ま
す

現
在
の
富
良
野
市
は
、
国
の
改
革
に
伴
う
交
付
税
削
減
を
は
じ
め
、
長
引
く
経
済
環

境
の
低
迷
に
よ
る
経
常
収
入
の
減
少
、
補
助
金
の
削
減
や
見
直
し
、
公
債
費
を
は
じ

め
と
し
た
義
務
的
経
費
の
拡
大
に
よ
る
硬
直
化
な
ど
、
き
わ
め
て
厳
し
い
財
政
運
営

を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
財
政
再
建
団
体
転
落
と
い
う
最
悪
の
結
果
を

招
い
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
危
機
的
見
と
お
し
を
改
善
し
「
わ
た
し
た
ち
の
街
ふ
ら
の
」
を
よ
い
か
た
ち
で

次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
徹
底
的
な
事
務
事
業
の
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

こ
れ
ら
の
市
の
見
直
し
方
針
に
対
す
る
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

 

総
合
計
画
の
実
施
事
業
を

　
　
　
　

徹
底
的
に
見
直
し
ま
す
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総合計画の実施事業を
徹底的に見直します

　

富
良
野
市
行
政
改
革
推
進
本
部

で
は
、
今
後
十
ヵ
年
の
財
政
推
計

を
試
算
し
ま
し
た
。

　

見
通
し
と
し
て
は
、
市
の
収
入

の
約
４
割
を
占
め
る
交
付
税
が
、

ピ
ー
ク
時
の　

億
円
か
ら　

億
円

６４

４３

に
減
少
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
そ

の
差
額
は　

億
円
に
達
す
る
と
の

２１

予
測
に
至
り
ま
し
た
。 

　

一
説
で
は
、
最
悪
の
場
合
交
付

額
が　

億
円
を
下
回
る
可
能
性
さ

４０

え
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
に
お
け
る

１６

交
付
見
込
み
と
、
平
成　

年
度
推

２２

計
と
を
比
較
し
て
も
、
そ
の
間
だ

け
で
約　

億
円
以
上
の
減
少
が
見

１０

込
ま
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
あ
と

数
年
で
事
業
費
予
算
が
ゼ
ロ
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
経
常
経
費

（
※
１
）す
ら
も
賄
え
な
い
状
況
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
こ
う
し
た

事
態
を
避
け
る
べ
く
、
事
業

の
見
直
し
や
、
職
員
給
の
削

減
な
ど
の
対
策
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
国
の
改
革
に
よ

る
削
減
ス
ピ
ー
ド
に
は
追
い

つ
け
な
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

経
常
経
費
が
、経
常
収
入（
※

２
）
の
何
割
を
占
め
る
か
を

表
す
「
経
常
収
支
比
率
」
も

悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お

り
、
こ
の
状
況
が
改
善
さ
れ

な
け
れ
ば
、
年
々
赤
字
が
累

積
し
、「
財
政
再
建
団
体
（
※
３
）」

転
落
と
い
う
事
態
に
陥
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

こ
れ
は
企
業
で
い
う
倒
産
に
匹
敵

す
る
事
態
な
の
で
す
。

　

財
政
再
建
団
体
転
落
の
影
響
は
、

我
々
の
世
代
の
み
な
ら
ず
、
事
業

の
積
み
残
し
な
ど
、
次
代
へ
の
大

き
な
ツ
ケ
と
な
っ
て
残
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
態
は
、
な
ん
と
し

て
も
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
！

　

こ
の
危
機
的
状
況
の
改
善
の
た

め
、
市
で
は
本
年
度
よ
り
、
行
政

改
革
の
推
進
と
、
総
合
計
画
事
業

見
直
し
の
取
り
組
み
を
、
よ
り
一

層
の
積
極
性
を
も
っ
て
進
め
ま
す
。

　

行
政
改
革
に
関
し
て
は
、
市
民

懇
話
会
か
ら
の
意
見
提
言
を
も
と

に
、
分
野
毎
の
検
討
委
員
会
、
さ

ら
に
本
部
会
議
に
よ
る
検
討
を
重

ね
な
が
ら
、
次
期
行
政
改
革
推
進

計
画
を
策
定
し
、
機
構
改
革
の
実

施
を
は
じ
め
、
職
員
の
意
識
改
革

や
、
事
務
事
業
の
効
率
化
を
進
め

ま
す
。

そ
の
具
体
的
内
容
案
に
つ
い
て
は
、

取
り
ま
と
め
次
第
、
広
報
な
ど
を

通
し
て
公
表
し
ま
す
。

　

ま
た
、
計
画
事
業
量
と
現
実
に

実
施
可
能
な
事
業
量
と
が
大
き
く

か
け
離
れ
て
い
る
な
ど
の
問
題
点

が
あ
っ
た
総
合
計
画
実
施
計
画
を
、

本
年
度
大
き
く
見
直
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

時
代
に
対
応
し
う
る
「
自
律
し
た

ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
１
「
経
常
経
費
」
と
は
？

窓
口
業
務
を
は
じ
め
と
し
た�
市
の
基
本
的
な

運
営
に
必
要
な
費
用�
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

※
２
「
経
常
収
入
」
と
は
？

市
税
な
ど
、通
常
見
込
ま
れ
る
市
の
収
入
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

※
３
「
財
政
再
建
団
体
」
と
は
？

累
積
赤
字
が
一
定
基
準
（
収
入
の　

％
）
を
超
え

２０

た
と
き
、そ
の
自
治
体
は
財
政
再
建
団
体
と
し
て

国
の
管
理
下
に
お
か
れ
、企
業
が
倒
産
し
た
と
き

の
会
社
更
生
法
に
よ
る
再
建
と
同
様
、法
に
も
と

づ
く
再
建
計
画
を
立
て
る
な
ど
し
て
、運
営
の
健

全
化
を
図
り
ま
す
。

再
建
期
間
内
は
、
起
債
事
業
（
借
金
を
し
て
行
う

大
型
事
業
）
は
お
ろ
か
、
市
が
単
独
で
行
う
事
業

で
あ
っ
て
も
一
切
実
施
で
き
な
く
な
り
、過
去
か

ら
継
続
し
て
行
っ
て
き
た
事
業
も
中
止
、そ
れ
に

加
え
税
率
や
す
べ
て
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
料
金
の

値
上
げ
な
ど
も
行
わ
れ
る
た
め
、地
域
経
済
へ
の

打
撃
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

総合計画の実施事業を
徹底的に見直します
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市
で
は
、
次
に
示
す
計
画
の
見

直
し
方
針
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん

か
ら
の
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

寄
せ
て
い
た
だ
い
た
意
見
は
、

今
後
の
計
画
案
づ
く
り
に
反
映
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

　

意
見
は
、封
書（
又
は
ハ
ガ
キ
）・

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

■
見
直
し
の
基
本
方
針

�
総
合
計
画
基
本
構
想
・
基
本
計

画
は
堅
持
し
ま
す

　

市
民
委
員
会
な
ど
の
意
見
を
反

映
し
な
が
ら
作
成
し
た
現
行
基
本

構
想
・
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、

総
合
計
画
の
根
幹
を
成
す
も
の
と

し
て
、
原
則
、
現
行
の
ま
ま
堅
持

し
ま
す
。

�
施
策
と
事
業
の
し
っ
か
り
と
し

た
関
連
付
け
に
よ
り
、
必
要
事
業

を
明
確
に
し
ま
す

　
「
各
施
策
実
現
の
た
め
に
は
、ど

の
事
業
が
必
要
な
の
か
」

　

現
行
計
画
で
は
、
こ
の
関
連
付

け
が
曖
昧
な
事
業
が
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
が
、
施
策
と
事
業
の
関
連

付
け
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
当
に
必
要
な
事
業
と
、
実
施
時

期
な
ど
に
改
善
の
余
地
が
あ
る
な

ど
優
先
度
の
低
い
事
業
と
を
明
確

化
し
て
い
き
ま
す
。

�
実
施
計
画
を
、
よ
り
現
実
性
重

視
の
「
政
策
実
行
可
能
計
画
」
と

し
て
再
度
組
み
立
て
直
し
ま
す

　

危
機
的
な
財
政
見
通
し
を
踏
ま

え
、
収
入
に
見
合
っ
た
事
業
規
模

と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
計
画
そ
の

も
の
の
信
頼
性
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

■
計
画
期
間
の
見
直
し

　

現
行
総
合
計
画
の
実
施
期
間
は
、

平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま

１３

２２

で
の　

か
年
間
と
し
て
お
り
、
本

１０

年
度
は
前
期
５
ヵ
年
の
４
年
目
に

当
た
り
ま
す
。

　

本
来
は
、
平
成　

年
度
か
ら
の

１８

後
期
５
か
年
を
前
に
、
平
成　

年
１７

度
中
に
事
業
の
見
直
し
を
行
う
予

定
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
幅
な

歳
入
減
少
に
よ
る
財
政
再
建
団
体

転
落
と
い
う
危
機
を
、
な
ん
と
し

て
も
回
避
す
る
た
め
、
計
画
の
見

直
し
時
期
を
１
年
前
倒
し
し
、
早

期
の
課
題
改
善
を
進
め
ま
す
。

　

計
画
期
間
に
つ
い
て
は
、
残
る

６
ヵ
年
間
を
中
期
・
後
期
の
そ
れ

ぞ
れ
３
ヵ
年
に
分
割
し
た
上
で
、

中
期
３
ヵ
年
で
見
直
し
に
係
る
各

種
取
り
組
み
を
順
次
取
り
入
れ
、

後
期
計
画
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

■
見
直
し
の
手
法

�
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
再
構
築

（
全
事
業
の
例
外
無
き
見
直
し
）

�
必
要
性
・
優
先
性
の
根
拠
明
確

化
（
根
拠
不
明
瞭
な
事
業
の
思
い

切
っ
た
見
直
し
・
延
期
等
検
討
）

�
事
業
規
模
の
適
正
化

（
身
の
丈
に
合
っ
た
事
業
内
容
→

過
剰
な
事
業
費
の
見
直
し
・
抑
制
）

�
事
業
の
完
全
優
先
順
位
付
け　

（
各
担
当
部
署
で
の
徹
底
議
論
に

よ
る
計
画
的
な
事
業
実
施
）

�
市
予
算
ベ
ー
ス
で
の
積
み
上
げ

（
国
営
事
業
等
の
全
体
事
業
費
は

参
考
数
値
と
し
、
市
の
予
算
書
と

の
比
較
が
し
や
す
い
よ
う
整
理
）

 
総
合
計
画
の
実
施
事
業

            
見
直
し
の
内
容

方
針
案
に
対
す
る
意
見
の
送
り
先

 
富
良
野
市
弥
生
町
１
番
１
号

 
総
務
部
企
画
振
興
課
内　

総
合
計
画
担
当
宛

 
電
話 
３
９
‐
２
３
０
４　

フ
ァ
ッ
ク
ス 
２
３
‐
２
１
２
１

kikaku-k@
city.furano.hokkaid

 
電
子
メ
ー
ル           
                   o.jp

    

 
※
６
月　

日
�水
 

ま
で
に
、
住
所
・
氏
名
を
記
入
の
上
お
寄
せ 

30

 
く
だ
さ
い
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

 
意
見
・
感
想
を

 
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

   見直しのスケジュール

　６月　見直し方針に対する意見公募（広報など）
　７月　各事業見直し
　８月　事業量調整・計画案作成
　９月　計画案に対する意見公募
　　　　（広報などで1ヵ月程度）
　１０月　地域懇談会開催による意見聴取・調整作業
　１１月　計画・意見回答公表
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中心市街地活性化事業
（富良野駅前地区）今年度の計画

定
住
人
口
の
減
少
や
空
き
店
舗
の
増
加
、
大
型
店
の
郊
外
立
地
の
加

速
な
ど
に
よ
り
、
市
街
地
の
空
洞
化
現
象
が
起
き
て
い
る
な
か
、
市

街
地
の
整
備
改
善
や
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
活
気
と

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
中
心
市
街
地
の
形
成
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成　

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
富
良
野
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事

14

業
、　

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
富
良
野
駅
前
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
、

15
ま
た
、　

年
度
に
設
立
し
た
Ｔ
Ｍ
Ｏ
「
ふ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
株
式
会

15

社
」
が
中
心
市
街
地
商
業
等
活
性
化
事
業
を
開
始
し
、
中
心
市
街
地

の
商
業
基
盤
の
再
編
と
商
店
街
の
振
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
を
始
め
地
権
者
や
商
店
街
な
ど
の
理
解
を
い
た
だ
き
な
が

ら
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

平
成　

年
度
の
事
業
実
施
の
概
要
と
市
街
地
再
開
発
事
業
の
健
康

16

増
進
型
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

富
良
野
駅
前
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
で
は
、
対
象
と
な
る
地
域

の
土
地
を
所
有
し
て
い
る
地
権
者

の
再
配
置
の
計
画
や
朝
日
通
街
路

事
業
で
新
し
い
道
路
に
か
か
る
建

物
な
ど
の
物
件
の
移
転
補
償
や
区

画
道
路
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

主
な
実
施
予
定
事
業

○
区
画
道
路
整
備
工
事
（
路
盤
改

良
）

○
基
盤
整
備
工
事
（
宅
面
整
備
ほ

か
）

○
設
計
測
量
調
査
委
託
（
支
障
物

件
調
査
ほ
か
）

○
支
障
物
件
移
転
補
償

中心市街地活性化事業
（富良野駅前地区）今年度の計画

平成１６年度の事業予算

６億 ６,１３３万円予算額

（内訳）

２億 ２５０万円国 費

２億 ２,４９７万円道 費

２億 ３,３８６万円市 費

富
良
野
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
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康
増
進
型
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・

公
営
住
宅
・
核
店
舗
・
小
店
舗
か

ら
な
る
複
合
施
設（
再
開
発
ビ
ル
）

と
し
て
、
全
体
事
業
費　

億
５
７

２１

０
０
万
円
で
着
手
し
ま
す
。

○
再
開
発
ビ
ル
建
設
計
画

平
成　

年
度　

健
康
増
進
型
地
域

１６

交
流
セ
ン
タ
ー
・
核
店
舗
に
着
手

平
成　

年
度　

公
営
住
宅
・
小
店

１７

舗
・
外
溝
整
備
に
着
手
、
核
店
舗

の
完
了

富
良
野
駅
前
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業

平成１６年度の事業予算

１億 ２２１万円予算額

（内訳）

５,０７０万円国 費

２,４９９万円道 費

２,６５２万円市 費

中
心
市
街
地
商
業
等
活
性
化
事
業

　

中
心
市
街
地
の
商
店
街
な
ど
の

魅
力
づ
く
り
と
に
ぎ
わ
い
創
出
に

向
け
、
平
成　

年
に
設
立
し
た
Ｔ

１５

Ｍ
Ｏ
（
ま
ち
づ
く
り
機
関
）「
ふ
ら

の
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
」
は
、

駐
車
場
の
管
理
運
営
、
地
域
の
資

源
を
い
か
し
た
起
業
家
育
成
の
拠

点
づ
く
り
、
農
産
物
・
農
産
加
工

品
の
地
産
地
消
に
よ
る
生
産
者
と

消
費
者
な
ど
の
交
流
の
場
づ
く
り
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
支
援
な
ど
の
事

業
を
展
開
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
ふ
ら
の
ま
ち

１６

づ
く
り
株
式
会
社
の
経
営
基
盤
づ

く
り
の
た
め
の
運
営
経
費
と
、
本

格
的
な
事
業
展
開
に
向
け
て
市
が

助
成
を
し
ま
す
。

主
な
実
施
予
定
事
業

○
駐
車
場
管
理
運
営
事
業　

月
極

駐
車
場
の
管
理
運
営

○
中
心
街
起
業
化
支
援
事
業　

ク

リ
エ
ー
タ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
手

工
芸
品
製
造
販
売
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
）

平
成　

年
度　

健
康
増
進
型
地
域

１８

交
流
セ
ン
タ
ー
・
公
営
住
宅
・
小

店
舗
・
外
溝
整
備
の
完
了

平成１６年度の事業予算

８２５万円予算額

（内訳）

300万円国 費

525万円市 費

▲平成１６年度の事業実施
　予定箇所

　

富
良
野
駅
前
地
区
市
街
地
再
開

発
事
業
で
は
、
市
民
の
健
康
増
進

と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
商
店
街
の
形

成
の
た
め
に
、
平
成　

年
度
に
設

１５

立
し
た
「
富
良
野
駅
前
再
開
発
株

式
会
社
」
が
施
行
者
と
な
り
、
健

○
イ
ベ
ン
ト
・
特
産
品
販
売
事
業

　

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
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多目的室
エアロビクスや軽運動の場として
利用できます。

トレーニングルーム
エアロバイク、ウォーキングマシンなどを配置。
有酸素系運動ができます（約１８０㎡）。

多目的プール
可動床により、水深の調整ができ
ます。幼児・高齢者が利用すると
きは浅くするなどの対応ができる
ほか、大会の開催時には観覧席と
しての利用も可能です。

地域交流室
ロビーとの一体的な
利用により市民のみ
なさんの気軽な交流
の場として利用でき
ます。コピー機やパ
ソコンなどでの情報
の収集・発信など、
活動の拠点として利
用できます。

核店舗
生鮮食料品を中心にスー
パーマーケットとしての店
舗です。

幼児プール
水深４０㎝と小さなお子さん
も安心して水遊びができま
す。

メインプール
水深１.１～１.２ｍの固定床で
水温は３０℃前後の設定です
（１３×２５ｍ ６コース）。

採暖プール
水泳や運動で疲れた
身体をリフレッシュ。

管理事務所
利用者の安全を考え、
全体を見渡せます。

シャワー・更衣室
学校授業にも対応できるよう男
子（７２個）、女子（１０８個）のロッ
カーを設置。それぞれにシャワー
と浴室が設置されます。

２階部分拡大図

中心市街地の定住を
回復し、活気とにぎ
わいを取り戻すため
に公営住宅を設置し
ます。戸数は２０戸、
単身用、世帯向きと
各タイプの住戸を配
置します。

小店舗
新しく出店を希望する
方を対象とした、起業化
を支援していくための
店舗です（４店舗）。

公営住宅

２階～５階は公住です

公営住宅地域交流
センター

小店舗核店舗
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富良野市では、まちの中心ににぎわいをもたらし、そして交流の場となる施設を今年秋に着工し、
平成19年の全面的なオープンを目ざしています。これまでのスポーツセンターに付属されていた
温水プールは老朽化が著く、建てかえが迫っていたことと、健康の維持増進に多くの方が関心を
持っていることから、現在のプールでも水中運動教室を行っていますが、通年稼動、教室の充実の
要望が寄せられてきています。そして、まちの商業地区として発展してきた駅前を中心とした市街
地には、これまでのにぎわいが失われつつあり、集客の目玉、核となるものが求められていました。
そうした中から「市民の健康維持」「まちのにぎわいの復活」の両面の性格を兼ね合わせた施設、
それが「健康増進型地域交流センター」です。
(※この施設は、スーパーなどの店舗・通年プールからなる地域交流センター棟、そして小店舗 (4
店舗) を含む公営住宅棟 (20戸) からなります。)

これまでの公共施設では、開館時間や運営方法など、利用されるみなさんのニーズに充分にこたえきれな
かったという面から、この施設は民間の手法を最大限に取り入れた中での運営を目ざしています。
　「市民のみなさんの健康増進」を考えると、これまでのような単純に運動する事から一歩足を踏み出し、
運動をしたことによって「どう改善されたか」「どのような運動をしたら良いか」といった指導を含めた活
用が必要となってきます。
　「泳ぐことだけでなく」「水中運動だけでなく」「器械を使った運動だけでもなく」それぞれの運動が同じ
場所で、そして適切な指導を受けながらできる施設となります。

通年利用による利用期間の増加だけでなく、民間の手法を最大限に取り入れることで、多彩な運動メニュー
の提供が可能になり、ニーズに対応したプログラムが可能となります。
　現在利用されている団体のみなさんの活動は、そのまま継続した中で、新たにインストラクターの指導
による赤ちゃんや幼児を対象とする教室、一般の方を対象とする教室、高齢者向けの水中運動教室等の充
実を図るとともに、多目的室（３階）を活用したエアロビクス教室、トレーニングルームでの器械運動の
指導を予定しています。

　　　　　　　　　　　● 一般向け…………初心者水泳教室・一般水泳教室・アクアビクス
　　　　　　　　　　　● 子供向け…………ベビー水泳教室・幼児水泳教室・ジュニア水泳教室
　　　　　　　　　　　● 高齢者向け………いきがい水泳教室・水中運動教室（初心者・経験者）

 施設の特徴

 多彩な運動プログラムを提供

�問 中心街整備推進室
〒０７６‐８５５５ 富良野市弥生町１番１号  電話 ３９‐２３１５　ファックス ３９‐０７８９
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旅、いい人に

　

富
良
野
・
美
瑛
広
域
観
光
推
進

協
議
会
は
、
十
勝
岳
連
峰
か
ら
日

高
山
系
へ
広
が
る
富
良
野
・
美
瑛
・

上
富
良
野
・
中
富
良
野
・
南
富
良

野
・
占
冠
の
６
市
町
村
を
エ
リ
ア

と
し
て
い
ま
す
。
６
月
か
ら　

月
１１

ま
で
の
６
ヵ
月
間
、田
園
休
暇「
富

良
野
・
美
瑛
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

実
施
し
ま
す
。
市
民
も
気
軽
に
参

加
で
き
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
・
体
験
、

特
産
品
が
当
た
る
田
園
休
暇
＆
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
ノ
ロ
ッ
コ
号
の

運
行
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

広
域
観
光
情
報
が
満
載
の
広
域

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
発
行
さ
れ
、
定

期
観
光
バ
ス
も
運
行
し
ま
す
。

　

あ
な
た
も
観
光
気
分
で
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
ゆ
っ
く
り
の
ん
び
り
と

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ノ
ロ
ッ
コ
号

富
良
野
・
美
瑛
の
田
園
風
景
の
中

を
の
ん
び
り
と
走
り
ま
す
。

●
運
行
期
間

　

６
月
５
日
〜
８
月　

日
の
毎
日

３１

　

９
月
４
日
か
ら　

月　

日
の

１０

１１

　
　
　
　
　
　
　
　

土
曜
・
日
曜

●
運
行
区
間
（
１
日
３
往
復
）

　

旭
川
〜
富
良
野
間（
富
良
野
線
）

ノ
ロ
ッ
コ
号
の
問
い
合
わ
せ

Ｊ
Ｒ
富
良
野
駅

�
２
２
‐
０
９
０
９

ふ
ら
の
定
期
観
光
バ
ス（
要
予
約
）

●
運
行
期
間

　

６
月　

日
〜
８
月　

日
の
毎
日

１３

３１

●
コ
ー
ス

　

北
の
国
か
ら
コ
ー
ス

　

ふ
ら
の　

・
美
瑛　

コ
ー
ス

（花）

（丘）

ふ
ら
の
ミ
ニ
観
光
バ
ス

●
運
行
期
間（
富
良
野
駅
前
出
発
）

　

６
月
１
日
〜
８
月　

日
の
毎
日

３１

　

９
月
１
日
〜　

日
ま
で
の

２３

　
　
　
　
　
　
　
　

土
曜
・
日
曜

●
コ
ー
ス

　

フ
ァ
ー
ム
富
田
コ
ー
ス

　

チ
ー
ズ
工
房
コ
ー
ス

観
光
バ
ス
の
問
い
合
わ
せ

ふ
ら
の
バ
ス　
�
２
２
‐
１
９
１
１

そ
の
他
観
光
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

観
光
協
会　
�
２
３
‐
３
３
８
８

2004

富富良良野野・・美美瑛瑛
キャンペーンキャンペーン

　

平
成　

年
度
に
富
良
野
を
訪
れ
た
観
光
客
は
、
２

１５

４
５
万
５
１
１
８
人
で
前
年
度
に
比
べ
１
・
４
ポ
イ

ン
ト
減
（
３
万
４
９
６
６
人
の
減
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

夏
期
観
光
（
４
月
〜
９
月
）
は
、
前
年
度
対
比　

・
１４

８
ポ
イ
ン
ト
増
の
１
６
１
万
９
９
１
４
人
の
入
り
込

み
数
に
な
り
ま
し
た
。
増
加
の
要
因
と
し
て
、
前
年

９
月
に
放
送
さ
れ
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
北
の
国
か
ら

２
０
０
２
遺
言
」
の
効
果
に
よ
り
新
ロ
ケ
地
「
拾
っ

て
来
た
家
」
な
ど
、
麓
郷
の
森
エ
リ
ア
で
入
り
込
み

が
増
加
し
た
こ
と
や
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
森
「
ハ
イ
ラ

ン
ド
ふ
ら
の
」
の
温
泉
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ

る
利
用
客
の
倍
増
、
富
良
野
ス
キ
ー
場
の
富
良
野
ゴ

ン
ド
ラ
が
１
０
１
人
乗
り
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
に
架
け

か
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
ス
キ
ー
客
だ
け
で
な
く

夏
季
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
客
な
ど
の
利
用
増
に
つ
な

富良野に来た人富良野に来た人 ２45２45万人万人
観光入り込み  前年度対比1.4ポイント減
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が
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
春
季
か
ら

の
誘
客
宣
伝
を
目
的
と
し
た
田
園
休
暇
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
、
北
海
へ
そ
祭
り
、
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
祭
り

な
ど
効
果
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
展
開
が
増
加
の
要
因
と

思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
富
芦
道
路
が
道
央
圏
と
の
動

脈
と
し
て
充
実
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。

　

冬
期
観
光
（　

月
〜
３
月
）
は
、
昨
年
よ
り　

・

１０

２２

６
ポ
イ
ン
ト
減
の　

万
５
２
０
４
人
の
入
り
込
み
数

８３

に
な
り
ま
し
た
。
減
少
の
要
因
と
し
て
は
、ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
人
口
の
減
少
、
さ
ら
に
シ
ー
ズ
ン
初

め
の
雪
不
足
に
よ
る
影
響
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

ド
ラ
マ
放
送
直
後
（
９
〜　

月
）
の
入
込
客
の
激
増

１０

分
が
例
年
並
に
戻
り
、
麓
郷
の
森
エ
リ
ア
の
入
込
客

が
減
少
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ハ
イ
ラ
ン
ド

ふ
ら
の
の
温
泉
施
設
は
入
浴
客
が　

％
以
上
の
増
加

２５

と
人
気
で
す
。

　

今
年
も
富
良
野
の
豊
か
な
自
然
を
楽
し
み
に
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
み
な

さ
ん
の
あ
た
た
か
な
お
も
て
な
し
で
、
観
光
客
の
思

い
出
づ
く
り
に
協
力
し
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
。

○
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課�
３
９
‐
２
３
１
２

５０

１００

１５０

２００

２５０

S62 H4 H9 H13 H14

万人

年度

～上半期（４月～９月）
～下半期（１０月～３月）

観光入り込み数の推移

H15

　

富
良
野
の
夏
を
彩
る
「
北
海
へ

そ
祭
り
」を
７
月　

日（
前
夜
祭
）、

２７

　

、　

日
の
３
日
間
、
新
相
生
商

２８

２９

店
街
祭
り
会
場
を
中
心
に
今
年
も

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
開
催
し

ま
す
。

　

祭
り
の
メ
イ
ン
の
北
海
へ
そ
踊

り
大
会
は
、　

・　

日
の
午
後
７

２８

２９

時
か
ら
開
始
に
な
り
ま
す
。
腹
が

ゆ
れ
る
た
び
に
、怒
っ
た
顔
、笑
っ

た
顔
、
泣
い
た
顔
…
な
ど
個
性
的

で
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
図
腹
踊
り
と
浴

衣
踊
り
。
ま
た
、　

日
の
午
後
６

２８

時
か
ら
は
、
市
内
の
幼
稚
園
・
保

育
所
の
園
児
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に

踊
り
ま
す
。

　

祭
り
の
３
日
間
は
、
中
心
標
の

あ
る
ま
ち
富
良
野
に
誇
り
と
愛
着

を
持
ち
「
親
と
子
の
絆
、
市
民
同

士
の
絆
を
深
め
、
確
認
す
る
日
」

で
す
。

　

町
内
会
や
職
場
、
友
人
・
家
族

ぐ
る
み
で
「
へ
そ
踊
り
」
に
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
個
人
・
少

人
数
で
参
加
し
た
い
方
は
、
飛
び

入
り
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

ど
し
ど
し
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
図
腹
の
描

き
方
や
踊
り
方
の
講
習
会
、
ビ
デ

オ
の
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

希
望
す
る
方
は
気
軽
に
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

へ
そ
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
商
工
観
光
課
）

�
３
９
‐
２
３
１
２

第

回

第　

回
３６３６

　

北
海
北
海
へ
そ
へ
そ
祭祭
りり

へそ祭り
スタッフを募集！

北海へそ祭りを成功させるため、事前・
当日の準備などを手伝っていただける
「ボランティアスタッフ」を募集します。
市民のみなさんの協力をお願いします。

事前準備スタッフ
期間  ６月２１日～７月２日の月～金曜日
 　　 午前１０時～午後４時
内容  踊り用かさ・手の修繕
募集人数  ３～４名
申込み  ６月１１日�金 までに実行委員会へ

当日スタッフ
期間  ７月２８～２９日（２日間）
内容と時間
　会場整理  午後５時～午後９時
　休憩所（飲み物提供）
　　　　　　午後７時～午後９時
　図腹描き手伝い
　　　　　　午後２時～午後６時
募集人数  会場整理　１５名
 　　　　 休憩所　６名
 　　　　 図腹描き　６名
申込み  ７月２日�金 までに実行委員会へ
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期
日
前
投
票
制
度
が
創
設
さ
れ
、
当
日
投
票
で
な
く
て
も
封
筒
が
必
要
な
く
な
り
、
投
票
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

投
票
で
き
る
方

　

昭
和　

年
７
月　

日
ま
で
に
生

５９

１２

ま
れ
た
方
で
、
本
年
３
月　

日
ま

２３

で
に
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
て
、
６
月　

日
ま
で
引
き
続

２３

き
市
内
に
住
所
の
あ
る
方
が
投
票

で
き
ま
す
。
３
月　

日
以
降
に
市

２４

内
に
転
入
し
て
き
た
方
は
、
転
入

前
の
市
町
村
で
投
票
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

投
票
入
場
券

　

投
票
入
場
券
は
、
住
民
票
に
記

載
さ
れ
て
い
る
住
所
に
郵
送
し
ま

す
。
誤
っ
て
配
達
さ
れ
た
場
合
に

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
あ
て
の
付

せ
ん
を
付
け
て
近
く
の
郵
便
ポ
ス

ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
入
場
券
は
、
投
票
用
紙
を

受
け
取
る
と
き
に
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
投
票
所
へ
忘
れ
ず
に

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
投
票
入

場
券
を
な
く
し
た
場
合
に
は
、
当

日
投
票
所
の
受
け
付
け
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

投
票
の
方
法

■
選
挙
区
選
出

　

北
海
道
選
挙
区
の
候
補
者
名
を

記
載
し
て
投
票
し
ま
す
。

■
比
例
代
表
選
出

候
補
者
名
、
ま
た
は
政
党
名
の
ど

ち
ら
か
を
記
載
し
て
投
票
し
ま
す
。

（
投
票
は
、「
選
挙
区
」
→
「
比
例

代
表
」
の
順
に
行
い
ま
す
）

投
票
時
間

　

投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、

下
の
表
の
投
票
所
は
投
票
終
了
時

刻
が
１
時
間
か
ら
２
時
間
繰
り
上

げ
に
な
り
ま
す
。

期
日
前
投
票

　

富
良
野
市
に
名
簿
登
録
さ
れ
て

い
る
方
の
不
在
者
投
票
は
、
原
則

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
封

筒
に
入
れ
る
必
要
の
な
い
「
期
日

前
投
票
」
に
な
り
ま
し
た
。

★
期
日
前
投
票
が
で
き
る
方

●
仕
事
な
ど
で
当
日
投
票
所
に
行

け
な
い
方

●
旅
行
な
ど
で
自
分
の
投
票
す
る

区
域
に
い
な
い
方

●
病
気
・
ケ
ガ
・
出
産
・
手
術
な

ど
で
歩
行
困
難
な
方
。

●
住
所
移
転
の
た
め
他
の
市
町
村

に
居
住
し
て
い
る
方

★
期
日
前
投
票
の
と
き
・
と
こ
ろ

市
役
所
（
１
階
ロ
ビ
ー
）

　

６
月　

日�
〜
７
月　

日�

２５

１０

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
８
時

３０

山
部
・
東
山
支
所

　

７
月
６
日�
〜
７
月　

日�
１０

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

★
期
日
前
投
票
の
方
法

　

投
票
入
場
券
を
持
っ
て
、
期
日

前
投
票
所
に
行
き
ま
す
。
印
鑑
は

不
要
で
す
。
投
票
日
前
３
日
間
は

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
早
め

に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

不
在
者
投
票

　

他
の
市
町
村
や
病
院
、
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
で
の
不
在
者
投
票
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
き
ま
す
。

★
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
障
害
が
あ
る
な
ど
で
投

票
所
に
行
け
な
い
方
は
、
自
宅
な

ど
で
投
票
用
紙
に
記
載
し
、
郵
送

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
、
戦
傷
病
者
の
手
帳
、
ま

た
は
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
選
挙

管
理
委
員
会
が
発
行
し
た
「
郵
便

投
票
証
明
書
」
を
持
っ
て
い
る
方

で
す
。
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付

を
新
た
に
受
け
た
い
場
合
は
、
お

早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

★
指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　

道
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定

し
た
病
院
や
施
設
な
ど
の
入
院
患

者
や
入
所
者
は
、
そ
の
施
設
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
市
内
の

指
定
施
設
は
次
の
と
お
り
で
す
。

北
の
峰
病
院
・
ふ
ら
の
西
病
院
・

富
良
野
協
会
野
病
院
・
北
の
峯
ハ

イ
ツ
・
寿
光
園
・
老
人
保
健
施
設

ふ
ら
の

★
不
在
者
投
票
の
期
間

　

６
月　

日�
〜
７
月　

日�

２５

１０

公 示 ６月２４日公　示　６月２４日��木木 
投票日 ７月１１日投票日　７月１１日��日日 
７：００～２０：００７：００～２０：００

((一部地区は繰り上一部地区は繰り上げげ））

７
月　

日
�日
 

は
投
票
日
で
す

１１

第第第第第第第第第第

回回回回回回回回回回

第　

回
２２２２２２２２２２００００００００００２０参参参参参参参参参参
議議議議議議議議議議
院院院院院院院院院院
議議議議議議議議議議
員員員員員員員員員員
通通通通通通通通通通
常常常常常常常常常常
選選選選選選選選選選
挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

選挙に関する問い合わせ

選挙管理委員会
�３９‐２３２４

島の下会館・八幡丘分館・西達
布開拓婦人ホーム・三の山分
館・平沢集落センター

午後６時

で終了

御園分館・布礼別集落セン
ター・麓郷集落センター・北星
分館・南陽分館・東山支所・お
もと会館・西達布集落セン
ター・老節布分館

午後７時

で終了

投票終了時間の繰り上げが行われる投票所
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平
成　

年
３
月
、
市
民
ボ
ラ
ン

１６

テ
ィ
ア
委
員
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く

り
条
例
市
民
研
究
会
の
提
言
（
広

報
４
月
号
参
照
）」
を
受
け
、
い
よ

い
よ
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
「
情
報
の
共
有
」
と

「
市
民
参
加
」の
た
め
の
ル
ー
ル
づ

く
り
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
条
例
市
民
研
究
会

「ふらのっ子会議」委員を募集！  

「
情
報
の
共
有
」
と
「
市
民
参
加
」
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ル
ー
ル
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト

の
提
言
に
も
あ
る
よ
う
に
、
お
互

い
が
も
っ
と
話
を
す
る
機
会
を
ど

ん
ど
ん
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
ル
ー
ル
づ
く
り
も
、

お
互
い
が
話
し
合
う
実
践
の
場
と

し
て
、
と
も
に
考
え
、
と
も
に
築

き
あ
げ
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
の
土

台
と
な
る
よ
う
に
、
様
々
な
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
が
主
役
の

ま
ち
づ
く
り
へ
第
一
歩

委
員
の　

　

し
ご
と

委
員
の
任
期

募
集
人
数

申
込
要
件

申
込
方
法

申
込
締
切

申

込

先
「
情
報
の
共
有
」
と
「
市
民
参
加
」
の
た
め
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
検
討
し
、
実
際
に

条
例
案
を
策
定
し
市
に
報
告

最
初
の
会
議
の
日
か
ら
検
討
結
果
を
報
告
す
る
日
ま
で
（
概
ね
７
月
〜　

月
ま
で
）

１２

●
ま
ち
づ
く
り
市
民
委
員　

３
名　
　
　

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
委
員　

若
干
名

●
ま
ち
づ
く
り
市
民
委
員

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
市
内
に
勤
務
す
る
方
で
、
月
１
回
程
度
（
合

計
５
回
程
度
。
会
議
は
平
日
の
夜
２
時
間
程
度
）
の
会
議
に
参
加
可
能
な
方
（
報

酬
を
支
払
い
ま
す
）。　

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
委
員

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
市
内
に
勤
務
す
る
方
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
電
子

メ
ー
ル
に
よ
る
通
信
が
可
能
な
方
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
す
）。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
委
員
の
参
加
方
法

「
ふ
ら
の
っ
子
会
議
」
の
議
事
録
な
ど
に
対
し
、
電
子
メ
ー
ル
で
意
見
を
送
信
し

参
加
し
ま
す
。
送
信
さ
れ
た
意
見
は
「
ふ
ら
の
っ
子
会
議
」
で
検
討
し
回
答
し
ま

す
（
但
し
、
誹
謗
中
傷
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）。

は
が
き
・
封
書
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み

①
希
望
す
る
委
員
（
ま
ち
づ
く
り
市
民
委
員
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
委
員
の
ど
ち
ら

か
を
記
入
）　

②
住
所　

③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）　

④
年
齢　

⑤
性
別　

⑥
職
業　

⑦
電
話
番
号　

⑧
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
委
員
は
必
須
）　

⑨
申
込
理
由
を
記
入
の
上
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

専
用
申
込
書
で
の
申
し
込
み

市
役
所
（
企
画
振
興
課
）・
山
部
支
所
・
東
山
支
所
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

６
月　

日
�水
 
３０

〒
０
７
６
‐
８
５
５
５

富
良
野
市
弥
生
町
１
番
１
号  
富
良
野
市
役
所
総
務
部
企
画
振
興
課

電
話  
３
９
‐
２
３
０
４　

フ
ァ
ッ
ク
ス　

２
３
‐
２
１
２
１

電
子
メ
ー
ル

kika
ku
-k@
city.fu

ra
n
o
.h
o
kka
id
o
.jp

　

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
、
市
民
の
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
考
え
る
場
、
富
良
野

市
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
（
通
称

「
ふ
ら
の
っ
子
会
議
」）
を
設
置
し
、

次
の
と
お
り
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

会
議
に
参
加
す
る
時
間
が
な
い
と

い
う
方
の
た
め
に
も
、
自
宅
の
パ

ソ
コ
ン
か
ら
会
議
議
題
に
つ
い
て

意
見
を
送
信
し
て
会
議
に
参
加
で

き
る
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
委
員
」

も
公
募
し
ま
す
（
こ
れ
は
、
よ
り

多
く
の
方
の
参
加
や
情
報
を
共
有

し
て
も
ら
う

た
め
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
一

つ
で
す
）。

「
ふ
ら
の
っ
子
会
議
」
の
委
員
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
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北
海
道
小
中
学
生

　
　

訪
中
団
に
参
加
し
て米

田　

孔

　

僕
は
春
休
み
、
中
国
に
日
中
書

道
交
流
の
た
め
旅
行
に
行
き
ま
し

た
。
瀋
陽
の
少
年
宮
の
子
た
ち
と

席
書
会
が
あ
る
の
で
行
く
前
に
た

く
さ
ん
練
習
し
ま
し
た
。
練
習
は

と
て
も
大
変
で
し
た
が
一
生
懸
命

書
き
ま
し
た
。

　

千
歳
空
港
か
ら
瀋
陽
に
到
着
し
、

バ
ス
で
餃
子
店
に
行
く
と
き
、
外

の
景
色
を
見
て
い
る
と
車
と
自
転

車
が
と
て
も
多
く
、
信
号
無
視
を

す
る
人
や
道
路
の
真
ん
中
に
人
が

い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
、
い
よ
い
よ
交
流
会
で

す
。
中
国
の
子
た
ち
が
拍
手
を
し

て
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
僕
の
番

に
な
る
と
緊
張
し
ま
し
た
。
僕
が

書
く
「
春
風
」
と
い
う
字
を
思
い

浮
か
べ
ま
し
た
。
１
枚
勝
負
で
す
。

「
春
」と
い
う
字
は
よ
か
っ
た
の
で

す
が
「
風
」
と
い
う
字
で
失
敗
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
す
ぐ
に
紙
を

持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
２
枚

目
は
ま
あ
ま
あ
で
し
た
。
中
国
の

子
は
失
敗
し
て
も
い
な
い
し
、
赤

や
ピ
ン
ク
の
色
つ
き
の
紙
に
書
い

て
い
て
、
大
人
が
書
い
て
い
る
よ

う
に
上
手
で
し
た
。

　

最
後
に
中
国
の
子
の
書
と
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
交
換
し
ま
し
た
。
そ
の

あ
と
少
年
宮
の
子
の
踊
り
や
演
奏

な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。
と
て
も
う

ま
く
間
違
い
な
く
や
っ
て
い
ま
し

た
。
上
手
で
し
た
。
そ
の
あ
と
飛

行
場
に
行
き
ま
し
た
。
北
京
に
行

く
は
ず
だ
っ
た
け
ど
、
こ
の
日
は

雪
だ
っ
た
の
で
飛
行
機
が
飛
び
ま

せ
ん
で
し
た
。
結
局
ホ
テ
ル
に
戻

り
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
瀋
陽
故
宮
を
見
に
行

き
ま
し
た
。
中
が
す
ご
く
広
か
っ

た
で
す
。
そ

し
て
や
っ
と

北
京
に
行
け

ま
し
た
。
夜
、

雑
技
団
を
見
ま
し
た
。

　

４
日
目
は
早
く
起
き
、
万
里
の

長
城
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
世
界

遺
産
で
す
が
、
こ
れ
ほ
ど
大
き
な

も
の
は
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
頂
上
ま
で
何
と

か
行
け
て
、
外
を
見
る
と

す
ご
く
天
気
が
よ
く
、
景

色
も
良
か
っ
た
で
す
。
そ

の
あ
と
パ
ン
ダ
館
に

行
っ
て
パ
ン
ダ
を
見
ま

し
た
が
、
み
ん
な
寝
て
い

ま
し
た
。
と
て
も
残
念
で

し
た
。
そ
し
て
瀋
陽
に
戻

り
ま
し
た
。
５
日
目
も
早

起
き
し
て
日
本
に
帰
り

ま
し
た
。

　

ご
は
ん
で
一
番
お
い

し
か
っ
た
の
は
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
と
北
京
ダ
ッ
ク

で
す
。
中
華
料
理
も
お
い

し
か
っ
た
で
す
。

　

中
国
の
子
ど
も
は
一
人
っ
子
だ

け
ど
全
然
寂
し
く
な
い
と
言
っ
て

い
た
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

そ
れ
と
中
国
の
水
は
飲
ん
で
は
い

け
な
い
の
で
す
ご
く
大
変
で
し
た
。

ガ
イ
ド
さ
ん
も
お
も
し
ろ
か
っ
た

で
す
。
中
国
の
子
は
、
英
語
や
日

本
語
も
し
ゃ
べ
れ
た
の
で
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

　

帰
っ
て
き
て
中
国
の
子
か
ら
手

紙
が
き
ま
し
た
。
日
本
語
で
書
い

て
あ
り
写
真
も
入
っ
て
い
ま
し
た
。

返
事
を
書
こ
う
と
思
い
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
人
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
と
て
も
い
い
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
。（

７
月
号
に
続
き
ま
す
）

中
国
の
小
中
学
生
と
書
道
の
技
術
交
流
を
す
る
「
北
海
道
小
中
学
生

中
国
の
小
中
学
生
と
書
道
の
技
術
交
流
を
す
る
「
北
海
道
小
中
学
生

書
道
交
流
訪
中
団
」（
市
の
国
際
交
流
補
助
事
業
の
対
象
）
が
３
月

書
道
交
流
訪
中
団
」（
市
の
国
際
交
流
補
助
事
業
の
対
象
）
が
３
月

日
〜
４
月
４
日
の
５
日
間
で
行
わ
れ
、
富
良
野
市
か
ら
小
中
学
生

　

日
〜
４
月
４
日
の
５
日
間
で
行
わ
れ
、
富
良
野
市
か
ら
小
中
学
生

３１３１３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
月
号
と
７
月
号
で
、
参
加
者
の
感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。

今
月
号
と
７
月
号
で
、
参
加
者
の
感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。

第
６
次
北
海
道
小
中
学
生

書
道
交
流
訪
中
団
参
加
報
告
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富
良
野
緑
峰
高
等
学
校
園
芸
科
学
科

（
２
年
）
家
庭
科
班
の
メ
ン
バ
ー

富良野緑峰高等学校
園芸科学科家庭科班

　

私
た
ち
が
「
富
良
野
に
貢
献
で
き

る
何
か
を
研
究
し
た
い
！
」
と
立
ち

上
が
っ
て
か
ら
丸
２
年
が
経
ち
ま
し

た
。
本
校
の
園
芸
科
学
科
で
は
「
総

合
実
習
」
と
い
う
授
業
が
あ
り
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
担
当
の
先
生
の
も

と
、
自
分
た
ち
が
決
め
た
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
研
究
を
重
ね
る
と
い
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
学
習
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
美
し
い
鉢
花
を
育
て
る
研

究
や
お
い
し
い
メ
ロ
ン
の
栽
培
方
法

を
研
究
す
る
班
な
ど
テ
ー
マ
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
。

　

私
た
ち
家
庭
科
班
は
、
富
良
野
の

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
注
目
し
、

富
良
野
の
雄
大
な
大
地
で
育
っ
た
野

菜
た
ち
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
々

に
味
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
標
に

し
ま
し
た
。
１
年
目
は
、
当
時
大
量

廃
棄
さ
れ
て
い
た
玉
ね
ぎ
の
有
効
利

用
に
向
け
て
「
オ
ニ
オ
ン
シ
ュ
ー
」

を
考
案
し
、
新
谷
菓
子
店
の
協
力
を

得
て
商
品
化
に
成
功
し
ま
し
た
。
そ

の
活
動
を
知
っ
た
市
役
所
の
有
志
職

員
が
集
ま
っ
て
結
成
し
た
食
の
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
研
究
会
か
ら
お
誘
い
を

い
た
だ
き
、
２
年
目
は
旬
の
野
菜
や

特
産
物
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
ア

イ
デ
ィ
ア
カ
レ
ー
を
通
し
て
、
富
良

野
農
業
の
発
展
と
町
お
こ
し
に
取
り

組
も
う
と
い
う
活
動
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。

　

毎
月
富
良
野
の
旬
の
食
材
を
使
っ

た
カ
レ
ー
を
考
え
、
ハ
ウ
ス
食
品
や

ふ
ら
の
農
協
の
協
力
の
も
と
、
エ
ー

コ
ー
プ
の
店
舗
内
で
試
食
提
供
を
行

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
た
ち
が
伝
え

た
か
っ
た
こ
と
は
、「
富
良
野
食
材
を

使
っ
て
、
ぜ
ひ
お
い
し
い
食
卓
づ
く

り
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！
」
と
い

う
も
の
。
少
し
ず
つ
そ
の
活
動
の
輪

が
広
が
る
中
、
Ｓ
Ｔ
Ｖ
主
催
の
「
カ

レ
ー
博
覧
会
」
に
お
招
き
を
い
た
だ

き
、
よ
り
一
層
富
良
野
の
お
い
し
さ

を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
１
年
間
の
取
り
組
み
は
、
学
校

農
業
ク
ラ
ブ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

部
門
で
最
優
秀
賞
と
い
う
全
道
１
位

の
名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
、
広
く
活
動
内
容
が
評
価
さ
れ

た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

活
動
を
行
っ
て
き
た
６
名
の
先
輩

方
は
、
今
年
３
月
に
卒
業
し
、
改
め

て
私
た
ち
７
名
が
こ
の
活
動
を
引
き

継
ぐ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
先
輩
方

の
功
績
の
大
き
さ
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
感
じ
な
が
ら
も
、
私
た
ち
自
身
、

富
良
野
の
み
な
さ
ん
と
の
関
わ
り
を

通
し
て
楽
し
く
活
動
を
広
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
月
か
ら
、
私
た
ち
の
活

動
を
ホ
ッ
ト
に
伝
え
る
『
華
麗
（
カ

レ
ー
）
掲
示
板
』
を
毎
月
お
届
け
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
旬
の
お
い

し
い
野
菜
の
情
報
や
、
ア
イ
デ
ィ
ア

カ
レ
ー
の
研
究
状
況
と
レ
シ
ピ
な
ど
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
を
お
伝
え
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
私
た
ち
は
６
月
の
ア
イ

デ
ィ
ア
カ
レ
ー
を
試
作
中
で
す
。
な

か
な
か
お
い
し
い
味
に
仕
上
が
り
そ

う
で
す
。
今
回
、
主
に
使
用
す
る
富

良
野
の
食
材
は�
ほ
う
れ
ん
草�
で

す
。
こ
の
カ
レ
ー
の
試
食
提
供
は
６

月　

日�
に
エ
ー
コ
ー
プ
フ
ォ
ー
レ

２５
ス
ト
店
で
行
う
予
定
で
す
。
私
た
ち

も
初
め
て
な
の
で
緊
張
し
ま
す
が
、

ぜ
ひ
食
べ
に
来
て
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

田中 千尋さん 佐々木 瑞穂さん

青江 沙弥香さん

高尾 彩香さん 巽 あかねさん山澤 希枝さん

出口 怜央菜さん

昨年６月に発表した
「トマトたっぷり夏色ドライカレー」

掲示板
カレーけいじばん

掲示板
カレーけいじばん

ふ
ら
の
を
華
麗
（
カ
レ
ー
）
に

　
　
　

町
お
こ
し
第
２
弾
ス
タ
ー
ト
！

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月６月のアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデディィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーイディアカレー
試食提供

と　き　６月２５日�金 
　　　　午後４時３０分から
ところ　エーコープ
　　　　フォーレスト店内

今回のカレーで主に使う
富良野の旬の食材は

     ほうれん草です！

華麗
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まちのできごと
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川にいっぱいの魚を

市民幼魚放流会
　

５
月　

日�
、
空
知
川
布
部

２２

大
橋
下
流
で
市
民
幼
魚
放
流
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
は
、「
空
知
川
に
魚
を
育

む
会
」
と
富
良
野
市
で
、
富
良

野
地
方
の
魚
を
保
護
し
、
拡
大

し
て
い
く
こ
と
が
目
的
で
、
空

知
川
に
幼
魚
を
放
流
す
る
こ
の

事
業
は
、
今
年
で　

回
目
の
開

２２

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
約　

名
の
市
民

８０

が
参
加
し
て
ア
メ
マ
ス
な
ど
１

万
匹
を
放
流
。
こ
の
日
の
午
後

に
も
育
む
会
が　

カ
所
４
万
匹

２０

の
幼
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。　

　

魚
は
体
長
約　

〜　

セ
ン
チ

１０

１２

か
ら
大
き
な
も
の
に
な
る
と　
３０

セ
ン
チ
に
も
な
り
、
子
ど
も
た

ち
も
手
に
取
っ
て
川
に
放
し
た

り
す
る
な
ど
、
魚
と
の
ふ
れ
あ

い
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
参

加
し
た
森
口
利
那
さ
ん
は
「
魚

は
ち
ょ
っ
と
お
っ
か
な
か
っ
た

け
ど
楽
し
か
っ
た
。
川
に
い
っ

ぱ
い
の
魚
が
住
ん
で
ほ
し
い
」

と
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

同
会
の
佐
藤
会
長
か
ら
は
、

「
郷
土
の
川
を
愛
し
、釣
り
や
川

遊
び
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。
こ

の
事
業
も
み
な
さ
ん
の
賛
助
金

で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
、
年
々

賛
助
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
事
業
目
的
か
ら
も
毎
年

続
け
て
い
き
た
い
の
で
、
多
く

の
方
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。
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１００年後には桜の名所に
　

５
月　

日�
、
朝
日
ヶ
丘
公

１６

園
運
動
広
場
で
、
富
良
野
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ
る
植
樹
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
か
ら
行
わ
れ
て
い

４９

る
こ
の
植
樹
に
は
同
ク
ラ
ブ
の

社
会
奉
仕
委
員
会
の　

名
が
参

３５

加
、
用
意
さ
れ
た
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ

ク
ラ　

本
を
丁
寧
に
植
樹
し
て

２０

い
ま
し
た
。

　

植
樹
後
、
三
好
孝
行
会
長
か

ら
は
「
こ
れ
ま
で
植
え
て
き
た

桜
の
木
が
大
き
く
な
り
、
１
０

０
年
後
に
は
こ
こ
が
桜
の
名
所

と
し
て
新
た
な
観
光
地
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

朝
日
ヶ
丘
公
園
で
エ

ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
植
樹

「看護の日」に高校生が看護を体験
　

５
月　

日�
、
協
会
病
院
で

１２

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

５
月　

日
の
「
看
護
の
日
」

１２

に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
こ
の
行

事
に
は
富
良
野
高
校
２
年
の
生

徒　

名
が
参
加
、
生
徒
た
ち
は

１９
看
護
師
に
指
導
を
受
け
な
が
ら

小
児
科
や
内
科
な
ど
各
病
棟
で

の
看
護
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

車
椅
子
を
押
し
、
外
の
景
色

が
見
え
る
場
所
へ
行
く
と
「
今

日
は
い
い
天
気
で
す
ね
、
気
持

ち
い
い
で
す
か
」
と
、
生
徒
か

ら
患
者
に
や
さ
し
く
声
を
か
け

る
な
ど
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

「
看
護
の
日
」

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験

晴天の芦別岳のふもとで楽しい休日
　

４
月　

日�
、
山
部
太
陽
の

２９

里
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
式
で
は
、
山
部
地

区
総
合
振
興
協
議
会
の
渡
辺
忍

会
長
や
児
童
代
表
の
中
田
裕
隆

さ
ん
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行

い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
わ
た
あ
め
と

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
が
配
ら
れ
、
開

始
と
同
時
に
、
訪
れ
た
人
た
ち

の
長
い
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い
や
輪

投
げ
な
ど
を
楽
し
む
子
ど
も
た

ち
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
晴
天
の

芦
別
岳
の
ふ
も
と
で
楽
し
い
休

日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

山
部
太
陽
の
里

オ
ー
プ
ン

地域活動を大事にしていきます
　

５
月
１
日
（
土
）、
青
少
年

サ
ー
ク
ル
ね
〜
び
る
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
独
居
老
人
宅
の
窓

の
ビ
ニ
ー
ル
は
が
し
を
行
い
、

午
後
か
ら
は
扇
山
小
学
校
か
ら

Ｊ
Ｒ
富
良
野
駅
ま
で
の
約
４
キ

ロ
の
道
路
わ
き
の
ご
み
を
拾
い

ま
し
た
。
２
時
間
の
作
業
で

拾
っ
た
ご
み
の
量
は
ト
ラ
ッ
ク

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
始
め
て
参
加
し
た
保
勇

浩
平
さ
ん
は
「
お
年
寄
り
に
あ

り
が
と
う
と
言
わ
れ
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

地
域
活
動
を
大
事
に
し
て
い
き

ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

�
ね
〜
び
る�
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
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Kenji Yamauchii

 
表
彰  
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

春
の
褒
章

藍
綬
褒
章
（
統
計
調
査
功
績
）

西
村　

正
幸

春
の
叙
勲

瑞
宝
双
光
章
（
学
校
保
健
功
労
）

小
笠
原　

幸
吉

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

今
井　
　

長

瑞
宝
双
光
章
（
消
防
功
労
）

前
田　

和
雄

優
良
危
険
物
関
係
事
業
者      

消
防
長
官
表
彰

ふ
ら
の
農
業
協
同
組
合

敬
称
略

　　　　　写真の応募・問合せ先
市役所総務部企画振興課
富良野市弥生町１番１号

�３９‐２３０４

　人の生活の手伝いができればと思い、福祉の
仕事に就きました。
　今は、施設に入所している人の作業指導をし
ています。自分の担当は窯芸で、器などを作っ
ています。
　利用者一人ひとりを理解し、それぞれに合っ
た対応をするのは大変ですが、自分に心を開い
てくれていると分かったときはとてもうれし
く、この仕事のやりがいを一番感じるときです。
　休日にはドライブを楽しんでいます。夏に
なったら車で海を見に行きたいです。

山内 健司さん

山内 健司／やまうち けんじ
２０歳  桂木町

北の峯学園勤務
平成１４年富良野高校を卒業後
専門学校に通い１６年４月に就職

富良野市出身

はたらく若者
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お出かけ大好き。今日はどこに連れていって
くれるのかな？

本田  悠 真   さん 　９ヵ月　春日町
ゆう ま

おじいちゃん、おばあちゃん、また遊びに行
くね！

　　　佐々木  優 太   さん 　５ヵ月　学田三区
ゆう た

 
寄
付  
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

富
良
野
市
へ

共
同
こ
ぶ
し
保
育
園

　
　
　

施
設
長　

佐
藤　

里
津
子

金　

万
４
６
６
５
円

４２

養
護
老
人
ホ
ー
ム
寿
光
園
へ

藤
堂
第
二
歯
科

院
長　

藤
堂　

英
一
朗

缶
ビ
ー
ル　

１
箱

田
盛　

郁
雄
（
住
吉
町
）

金
の
な
る
木　

１
鉢

山
本
木
材
株
式
会
社

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
用
具　

３
セ
ッ
ト

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

稲
垣　

弘
（
北
の
峰
町
）

第　

回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

３０
ス
キ
ー
競
技
会
ポ
ス
タ
ー　

１
枚

荒
屋　

臣
広
（
学
田
三
区
）

　

足
踏
み
脱
穀
機　

１
台

カ
ラ
ス
口　

２
個

前
掛
け　

１
枚

苗
舟
（
玉
ね
ぎ
苗
用
）　

２
個

半
て
ん　

１
着

散
髪
箱　

１
箱

杓
子　

１
個

籠
（
羊
毛
選
別
用
）　

２
個

レ
ー
キ　

１
本

敬
称
略

娘
の
手
借
り
五
月
の
障
子
張
り
に
け
り池

田　

綾
子

亡
き
夫
の
植
え
し
水
木
の
花
盛
り

相
良　

紀
子

療
養
の
夫
の
描
が
き
し
水
芭
蕉

山
崎　

和
子

拗
ね
る
子
と
母
の
根
気
に
あ
い
の
風

小
玉
美
智
子

万
緑
の
影
う
つ
ろ
い
て
湖
光
る

中
野　

ア
ヤ

リ
ラ
冷
え
の
七
番
ホ
ー
ム
に
日
の
名
残
り東　
　

弘
子

鉢
に
植
え
し
桜
の
古
本
鮮
や
か
に

咲
き
溢
れ
ゐ
て
老
い
癒
さ
れ
ぬ　
　
　

寺
島　

君
子

沃
土
を
す
き
耕
し
ゆ
く
孫
の
手
は

力
漲
り
ハ
ン
ド
ル
を
繰
る　
　
　
　
　

猫
山　
　

清

早
春
の
雨
た
っ
ぷ
り
と
吸
は
し
め
よ

芽
吹
き
の
刻
の
静
止
な
ど
無
く
て　
　

町
屋　

和
子

ベ
ラ
ン
ダ
の
花
び
ん
の
桜
ね
こ
や
な
ぎ

花
の
開
き
て
春
の
息
吹
き
を　
　
　
　

大
石　
　

貞

ふ
れ
あ
い
の
昼
食
会
の
あ
り
が
た
く

福
祉
に
謝
し
て
一
路
白
金
へ　
　
　
　

戸
川
と
し
子

お子さんの
写真を募集
しています！
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今
月
の
手
続
き       
水
無
月

国
民
年
金

老
齢
基
礎
年
金

裁
定
請
求

市
税
の
納
期

児
童
手
当

現
況
届

農
業
者
年
金

現
況
届

昭
和　

年
６
月
生
ま
れ
（
満　

歳
）
の
方

１４

６５

誕
生
日
の
前
日
以
降
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

�
必
要
な
も
の

　

印
鑑
・
預
金
通
帳
・
戸
籍
謄
本
・
住
民

票
謄
本
な
ど

�
市
役
所
③
番
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

今
月
は
市
・
道
民
税
１
期
の
納
期
で
す
。

�
提
出
期
限　

６
月　

日�
ま
で

３０

�
提
出
先　

市
役
所
②
番
窓
口
・
各
支
所

�
提
出
期
限　

６
月　

日�
ま
で

３０

�
提
出
先　

農
業
委
員
会
（
市
役
所
２
階
）

６月

June

Information
くらしの情報

危
険
物
安
全
週
間

◆
期　

間

　
　
　
　

６
月
６
日�
〜　

日�
１２

◆
標　

語

「
危
険
物　

ゆ
る
む
心
の帯

し
め
て
」

　

全
国
一
斉
に
『
危
険
物
安
全
週

間
』
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

危
険
物
と
は
、
ガ
ソ
リ
ン
・
灯

油
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
可
燃
物
ス

プ
レ
ー
缶
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
危
険
物
は
そ
の
取
扱
い

や
保
管
方
法
を
間
違
え
る
と
大
き

な
事
故
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
使
用
や
保
管
方
法
に

つ
い
て
見
つ
め
な
お
し
ま
し
ょ
う
。

�
危
険
物
の
近
く
で
は
「
火
」
は

使
用
し
な
い
。

�
注
意
事
項
を
よ
く
読
ん
で
か
ら
、

正
し
く
使
用
す
る
。

�
可
燃
物
蒸
気
の
発
散
を
防
ぐ
た

め
、
密
閉
し
た
容
器
に
入
れ
直
射

日
光
の
当
た
ら
な
い
換
気
の
よ
い

と
こ
ろ
に
保
管
す
る
。

�
ス
プ
レ
ー
缶
に
は
可
燃
性
・
引

火
性
ガ
ス
を
含
む
も
の
が
あ
り
、

ゴ
ミ
と
し
て
排
出
す
る
際
に
は
、

必
ず
ガ
ス
を
出
し
き
り
、
市
の
指

定
方
法
に
基
づ
き
捨
て
る
。

�
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
は
、
エ
ン

ジ
ン
を
停
止
し
、
静
電
気
を
取
り

除
い
て
か
ら
給
油
す
る
。
操
作
に

不
安
が
あ
る
際
は
従
業
員
を
呼
ん

で
説
明
を
受
け
る
。

�問
 

消
防
本
部
予
防
課
保
安
係

�
２
３
‐
５
１
１
９

 
く
ら
し

「
野
焼
き
」
に
注
意

児
童
手
当
現
況
届
は

　
     
６
月
中
に
提
出
を

　

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
は
、

６
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

◆
提
出
期
限　

６
月　

日�
３０

◆
提
出
先　
　

市
民
課
（
②
番
窓

口
）・
山
部
支
所
・
東
山
支
所

�問
 

市
民
課
医
療
給
付
係

�
３
９
‐
２
３
０
１

農
業
者
年
金
現
況
届
は

　
     
６
月
中
に
提
出
を

　

農
業
者
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
は
「
現
況
届
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
提
出
期
限　

６
月　

日�
３０

◆
提
出
先　

農
業
委
員
会
・
山
部

支
所
・
東
山
支
所

�問
 

農
業
委
員
会

�
３
９
‐
２
３
２
３

　

春
に
な
る
と
空
気
が
乾
燥
し
、

野
焼
き
に
よ
る
「
野
火
火
災
」
が

各
地
で
多
発
し
て
い
ま
す
。
住
宅

や
山
林
な
ど
に
燃
え
移
る
と
最
悪

な
事
態
に
発
展
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

�
野
焼
き
行
為
は
、
農
業
者
が
行

う
あ
ぜ
焼
き
や
カ
ラ
焼
き
、
学
校

行
事
で
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

な
ど
、
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
る
も
の
以
外
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

�
乾
燥
時
・
強
風
時
の
野
焼
き
は

行
わ
な
い
。

�
住
宅
、
山
林
付
近
や
広
範
囲
な

「北の国から」の絵はがきセットが全道の
郵便局で発売されました。
「' ８３冬」～「' ９８時代」までの印象的な場面
を集めた７枚１組セットです。

１セット　490円

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北ののののののののののののののののののののの国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららから 絵はがき発売
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 Information くらしの情報

来
春
卒
業
の
高
校
生
の  

            
求
人
受
付
開
始

　

地
元
の
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、

早
期
の
求
人
申
し
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
求
人
受
理
開
始　

６
月　

日�
２０

◆
求
人
票
返
戻

７
月
１
日�
以
降

◆
推
薦
開
始　

９
月
５
日�

◆
選
考
・
内
定
開
始

９
月　

日�
１６

�問
 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

�
２
３
‐
４
１
２
１

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー

　
　
  
基
本
構
想
の
公
開

　

中
心
市
街
地
を
中
心
に
し
て
、

高
齢
者
・
身
体
障
害
者
な
ど
が
公

共
交
通
機
関
を

利
用
し
て
移
動

す
る
際
の
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化

を
進
め
る
た
め

に
、
基
本
構
想

を
策
定
し
ま
し

た
。
次
の
と
お

り
公
開
し
ま
す
。

◆
内　

容

�
歩
行
空
間
の
現
況
と
課
題

�
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
基
本
方

針
�
重
点
整
備
地
区
の
設
定
と
課
題

�
重
点
整
備
地
区
に
お
け
る
歩
行

空
間
整
備
方
針

�
市
民
の
理
解
と
協
力

◆
公
開
場
所

市
役
所
市
民
ロ
ビ
ー
・
山
部
支
所
・

東
山
支
所

�問
 

中
心
街
対
策
室
再
開
発
係

�
３
９
‐
２
３
１
５

野
焼
き
は
行
わ
な
い
。

�
た
ば
こ
の
吸
殻
は
必
ず
消
し
て
、

投
げ
捨
て
は
し
な
い
。

�
夜
や
暗
く
な
る
時
間
帯
に
野
焼

き
は
し
な
い
。

�問
 

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

�
２
３
‐
５
１
１
９

市
の
商
工
支
援
策         

               
の
お
知
ら
せ

　

富
良
野
市
中
小
企
業
振
興
条
例

の
一
部
改
正
に
よ
る
、
新
た
な
助

成
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
市
街
地
商
業
等
活
性
化
ソ
フ
ト

事
業

　

商
店
街
の
集
客
を
増
し
、
み
ん

な
で
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
事
業
、
商

店
街
の
情
報
を
Ｐ
Ｒ
す
る
事
業

○
販
路
開
拓
促
進
事
業

　

新
た
な
市
場
の
開
拓
と
販
路
拡

大
の
た
め
に
公
的
団
体
主
催
の
展

示
会
な
ど
へ
参
加
す
る
事
業

○
空
地
活
用
事
業

　

商
店
街
の
空
き
地
を
買
い
物
客

が
利
用
す
る
駐
車
場
と
し
て
活
用

す
る
事
業

○
人
材
育
成
事
業

　

中
小
企
業
の
知
識
と
技
術
の
向

上
を
目
的
に
研
修
会
を
開
催
す
る

事
業

�問
 

商
工
観
光
課
商
工
労
働
係

�
３
９
‐
２
３
１
２

 
催
し

◆
と　

き　

６
月　

日�
１３

◆
参
加
料　

無　

料　

第
１
部
・
講
演
会　

◆
時　

間　

午
前
９
時

◆
と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◆
内　

容

　

演
題　

北
海
道
の
森
林
と
植
生

　

講
師　

自
然
環
境
研
究
室　

　
　
　
　
　

鮫
島　

惇
一
郎
先
生

◆
定　

員　
　

名
８０

第
２
部
・
森
林
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

◆
時　

間　

午
前　

時　

分

１０

３０

◆
集　

合　

太
陽
の
里

◆
持
ち
物

長
靴
・
双
眼
鏡
・
雨
具

◆
そ
の
他

　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で

参
加
く
だ
さ
い
。

申　

込　

６
月
９
日�
ま
で
に
申

込
み
く
だ
さ
い
。

�問
 

博
物
館　
�
４
２
‐
２
４
０
７

富
良
野
の
自
然
に

　

親
し
む
集
い
・
講
演
会

ふらのへそ市場ふらのへそ市場

　■期　間　１０月３１日�まで
　　　　　　毎週土・日曜日に行います。
　■時　間　午前１０時～午後４時
　■場　所　卸売市場前

新鮮で美味しい地場農産品などの直売市巡りをしませんか。豊富な品揃えでお待ちしています。

問合せ　商工観光課商工労働係
�３９‐２３１２

地産地消推進事業地産地消推進事業

ファーマーズ&ＪＡマーケットファーマーズ&ＪＡマーケット
on Sundayson Sundays

　■期　間　１０月３１日�まで
　　　　　　毎週日曜日に行います。
　■時　間　午前９時～午後３時
　■場　所　ＪAふらの本所前
　　

問合せ　農林課農政係
�３９‐２３０９

～主要イベント～

ふらのを食べよう
 　　キャンペーン
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�
平
成　

年
４
月
１
日
以
前
に
免

１４

状
の
交
付
又
は
保
安
講
習
を
受
け

て
い
る
方
。

�
平
成　

年
４
月
１
日
以
前
に
免

１４

状
の
交
付
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
一

度
も
保
安
講
習
を
受
講
し
て
い
な

い
方
。

◆
受
講
区
分

�
給
油
取
扱
所
に
お
い
て
危
険
物

の
取
扱
作
業
の
従
事
者
を
対
象
と

し
た
講
習

�
給
油
取
扱
所
以
外
に
お
い
て
危

険
物
の
取
扱
作
業
の
従
事
者
を
対

象
と
し
た
講
習

◆
申　

込　

６
月　

日�
ま
で
に

１２

消
防
本
部
・
支
署
・
出
張
所
に
あ

る
申
請
書
に
よ
り
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

�問
 

消
防
本
部
予
防
課
保
安
係

�
２
３
‐
５
１
１
９

危
険
物
取
扱
者

　
　
　
　

保
安
講
習
会

青
少
年
国
際

　
　
　

交
流
キ
ャ
ン
プ

　

日
本
・
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
子
ど
も
た
ち
が
富
士
山
の

ふ
も
と
に
集
合
。
一
緒
に
楽
し
い

キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

◆
期　

間　
７
月　

日�
〜
８
月
１
日�

２８

◆
と
こ
ろ　

山
梨
県
山
中
湖
村

◆
対
象
／
定
員　

日
本
人
（
小
学

４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
）
２
０

０
名　

外
国
人　

名
５０

◆
内　

容　

富
士
登
山
、
ハ
イ
キ

ン
グ
、
野
外
炊
飯
,
ア
ン
ダ
ー
ス

タ
ー
ス
リ
ー
ピ
ン
グ
な
ど

◆
参
加
費
・
事
業
説
明
会

　

出
発
地
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

の
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�問
 

国
際
青
少
年
研
修
協
会

�
０
３
‐
３
３
５
９
‐
８
４
２
１

◆
と　

き　

６
月　

日�
・　

日�

２２

２３

午
前
〜
一
般　

午
後
〜
給
油

◆
と
こ
ろ　

旭
川
市

◆
対　

象

　

危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付
を

受
け
、
現
在
、
危
険
物
の
取
扱
作

業
に
従
事
し
て
い
る
次
の
方
。

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
楽
し
み
た
い

方
を
募
集
し
ま
す
。

◆
練
習
日　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後　

時

１０

１１

◆
と
こ
ろ　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

�問
 

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
サ
ー
ク
ル

中
田
さ
ん　
�
２
３
‐
５
８
１
５

ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののふらの市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座市民講座
　　受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中受講者募集中

◎ふれあい講座
　■期　間　６月１０日�～１２月８日�
　■ところ　文化会館ほか
　■参加料　１講座　１,０００円～２,０００円
　■対　象　成人女性２４名（先着）
　■内　容　アロマテラピー・手芸・料理など

◎マジックバルーン教室
　■と　き　６月２９日�
　■ところ　文化会館
　■参加料　３００円（材料費）
　■対　象　中学生以上３０名（先着）
　　　　　　（小学生以下は親子参加となります）
　■内　容　風船で動物や花を作ります。

◎絵手紙入門
　■と　き　６月２２日�～７月６日�延べ３回
　■ところ　文化会館
　■参加料　３００円（材料費）
　■対　象　成人２０名（先着）
　■内　容　絵手紙の簡単な技法を学びます。

◎青年講座「自遊人倶楽部」
　■期　間　６月２４日�～１２月９日�延べ７回
　■ところ　文化会館ほか
　■参加料　１,０００円
　■対　象　１８才～概ね３５才　２４名（先着）
　■内　容　本格ピザづくり・カヌー体験・
　　　　　　　　　　　  ソーセージづくりなど

カーネー
ションづ

くり

 
募
集

お
母
さ
ん
た
ち
の　
　
　

　
　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

◆
と　

き　

６
月　

日�
１９

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

（
雨
天
時　
　

日�
）

２０

◆
と
こ
ろ

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

◆
出
店
料　

５
０
０
円

◆
申　

込　

６
月　

日�
ま
で
に

１３

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�問
 

杉
尾
さ
ん　�

２
２
‐
２
４
４
４

 
講
座

　

心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
自
然

治
癒
能
力
を
高
め
る
た
め
に
考
え

ら
れ
た「
生
命
の
貯
蓄
体
操
」。
肩

こ
り
、
腰
痛
、
冷
え
性
な
ど
に
効

果
が
あ
り
ま
す
。

◆
と　

き　６
月　

日�
　

午
後
１
時

２５

◆
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

◆
講　

師

　

生
命
の
貯
蓄
体
操
普
及
会
北
海

　

道
連
合
支
部
長

　
　
　
　
　

工
藤　

マ
サ
エ
先
生

◆
参
加
料　

無　

料

◆
持
ち
物　

筆
記
用
具
・
バ
ス
タ

オ
ル
・
動
き
や
す
い
服
装

�問
 

保
健
課
健
康
推
進
係

�
３
９
‐
２
２
０
０

生
命
の
貯
蓄
体
操

　
　
　
　

実
技
講
習
会

■
催
し

問合せ　中央公民館　�２３‐３５４５
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試
験

消
防
関
係
試
験

○
危
険
物
取
扱
試
験

○
消
防
設
備
士
試
験

◆
と　

き　

７
月　

日�
２５

◆
と
こ
ろ　

旭
川
市　

◆
申　

込　

消
防
本
部
・
支
署
・

出
張
所
に
あ
る
受
験
願
書
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間６

月　

日�
〜　

日�

１４

２２

�問
 

消
防
本
部
予
防
課
保
安
係

�
２
３
‐
５
１
１
９

 
こ
ど
も

◆
休
館
日

定
期
休
館　

毎
週
月
曜
日

整
理
休
館　
　

日�
２５

◆
今
月
の
行
事

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
映
画
・

　
　

手
づ
く
り
紙
し
ば
い
の
集
い

　

６
月　

日�
　

午
前　

時　

分

１２

１０

３０

あ
じ
さ
い
句
会
・
俳
画
展

　

６
月　

日�
〜　

日�

１２

２４

ナ
ナ
カ
マ
ド
絵
手
紙
展

　

６
月　

日�
〜　

日�

１１

２３午
後
５
時
ま
で

 
図
書
館

◆
新
着
図
書

《
児
童
書
》

い
っ
し
ょ
に
た
べ
る
と
お
い
し
い

ね　
　
　

�作
 

お
く
の　

り
ょ
う
こ

ご
く
ら
く
も
も
ん
ち
ゃ
ん

�作
 

と
よ
た　

か
ず
ひ
こ

お
ひ
め
さ
ま
と
い
ち
ご
の
ケ
ー
キ

�作
 

ま
だ
ら
め　

美
保

モ
ン
ス
タ
ー
学
園
２�作
 

舟
崎　

克
彦

エ
ラ
ゴ
ン

�作
 

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
パ
オ
リ
ー

《
一
般
書
》

死
の
壁　
　
　
　

�作
 

養
老　

孟
司

作
家
の
条
件　
　

�作
 

森
村　

誠
一

硝
子
の
ハ
ン
マ
ー

　
　
　
　
　
　
　

�作
 

貴
志　

祐
介

フ
ェ
イ
ク　
　
　

�作
 

檜　

周
平

物
狂
い　
　
　
　

�作
 

土
屋　

隆
夫

プ
ラ
イ
ド　
　
　

�作
 

野
島　

伸
司

人
や
さ
き
犬
や
さ
き

　
　
　
　
　
　
　

�作
 

阿
川　

弘
之

百
万
の
手　
　
　

�作
 

畠
中　

恵

※
他
に
も
新
刊
書
を
そ
ろ
え
て
い

ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
図
書
を
検
索
！

（
パ
ソ
コ
ン
）http://pc3.fur

 
             

ano-lib.unet.ocn.ne.jp/

                       

（
携
帯
電
話
）http://pc3.fur

 
             

ano-lib-unet.ocn.ne.jp/i/

                         

search/htm
l

          
 

�問
 

図
書
館　
�
２
２
‐
３
０
０
５

◎
６
月
の
児
童
館
行
事

　

父
の
日
に
向
け
て
プ
レ
ゼ
ン
ト

づ
く
り
を
し
ま
す
（
左
表
）。

◎
児
童
館
の
開
館

　

市
内
の
５
つ
の
児
童
館
は
誰
で

も
自
由
に
利
用
が
で
き
ま
す
。

◆
開
館
時
間

月
〜
金
曜
日　

午
後
１
時
〜
５
時

土
曜
日　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

み
ん
な
の
児
童
館

内　　　容と　　　きと　こ　ろ
父の日のプレゼントづくり１７日�・１８日�緑 町 児 童 館

�２２‐３３７０ ブンブンコマづくり２９日�
チャレラン１２日�北 の 峰 児 童 館

�２３‐４８０４ 父の日のプレゼントづくり１８日�・１９日�
父の日のプレゼントづくり１４日�・１６日�麻町児童センター

�２３‐２９７７ セル画２５日�
父の日のプレゼントづくり１６日�～１９日�桂木児童センター

�２３‐３７９２ ペットボトル工作２３日�
父の日のプレゼントづくり１４日�～１６日�東部児童センター

�２３‐５１２９ チャレンジクッキング２６日�

 と　き　６月１５日�火 ・１６日�水 
 ところ　文化会館・中央公民館

◆親子のための音楽広場　～森の音楽会～
　１５日　午後２時３０分～　
　　　　対象 ２歳以上未就学児と親

◆生涯学習ミニ講座（６月１日より受付中）
　お部屋で楽しむインドアガーデニング
　～ガラスの器で簡単寄せ植え～
　１５日　午前１０時～　定員 ２０名
　　　　参加費 １,５００円　講師 城宝 和広さん

　太極拳講座
　１６日　午前１０時～　定員 ２５名　参加費 無料
　　　　講師 奈須田 治枝さん

◆きしだてんだい絵本パフォーマンス
　１６日　午後３時３０分～ ※入場整理券が必要

◆ちびっこ作品展（保育所園児の作品展）
　１５・１６日

◆試食コーナー「富良野の素材で一品料理」
　１５日　午前１１時～

◆将棋対局コーナー
　１５・１６日

◆アイスコーヒー無料サービス
　１５日　午前１１時～午後２時

作品展示
１５日　午前９時～午後８時
１６日　午前９時～午後５時

芸能発表
１５日　午後６時３０分
　　　　　　　～午後９時

 申込み／問合せ
中央公民館　�２３‐３５４５ 

市民ふれあい広場
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最近のものであればテーマは自由募集写真

サービス判以上サ イ ズ

７月号…６月１５日�火 　※８月号は７月１５日�木 締め切り

①住所②氏名（ふりがな）③電話番号を添えて持参、
または郵送。応募方法

企画振興課・支所・カメラのサトー・カメラのフ
クシ・カメラのヤスダ・写真のフタバ・写真工房
ふらの・フォトセンターミムラ

提 出 先

写真は横位置で撮ったもの（デジタルカメラで
撮った画像はプリントしたもの）。採用された場合
には、ネガ・メディアなどを借ります（ない場合
は結構です）。写真は返却します。
※特集などにより掲載できない場合もあります。

そ の 他

公募による審査委員が決定します。
採用者には六ツ切写真をプレゼントします。選 考

富良野市弥生町１番１号 市役所２階
企画振興課広聴広報係 �３９‐２３０４

問合せ・
応 募 先

平
成　

年
度
の
公
的
年
金
の

１６

物
価
ス
ラ
イ
ド
制

　

国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
は
、

前
年
の
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の

上
昇
・
下
落
に
応
じ
て
、
年
金
額

を
改
定
す
る
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
４
年
ぶ
り
に
年
金
額
が
改

定
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
も
引
き

続
き
現
役
世
代
の
賃
金
の
低
下
傾

向
が
続
い
て
お
り
、
昨
年
に
引
き

続
き
今
年
も
改
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

物
価
ス
ラ
イ
ド
は
、
６
月
に
支

払
わ
れ
る
年
金
か
ら
適
用
に
な
り

ま
す
が
、
公
的
年
金
制
度
を
安
定

運
営
す
る
う
え
で
必
要
最
低
限
の

措
置
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
願
い

ま
す
。

保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な
方
へ

　

平
成　

年
度
の
保
険
料
納
付
書

16

が
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
だ
届
い
て
い
な
い
方

は
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な
場

合
は
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と

免
除
に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

平
成　

年
度
に
免
除
を
承
認
さ
れ

15

た
方
は
、
今
年
の
6
月
ま
で
が
承

 
年
金

 
そ
の
他

認
期
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
7
月
以
降
の
免
除
を
希

望
す
る
方
は
、
7
月
1
日
か
ら
8

月　

日
ま
で
に
、
申
請
を
お
願
い

31
し
ま
す
。（
学
生
を
除
く
）

　

免
除
期
間
の
保
険
料
は
、　

年
10

以
内
で
あ
れ
ば
追
納
で
き
ま
す
。

将
来
満
額
の
年
金
を
受
け
る
た
め

に
も
、
余
裕
が
で
き
た
と
き
に
追

納
し
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
の
支
払
い
は        

  　
　
　
　
　

お
忘
れ
な
く

�問
 

市
民
課
国
保
年
金
係

３
９
‐
２
３
０
１

　

能
力
１
ｔ
以
下
の
は
か
り
や
分

銅
、
お
も
り
を
取
引
や
証
明
に
使

特
定
計
量
器
定
期
検
査

第２回市議会定例会
の開会予定日をお知らせします

【日程】
　６月１４日�月 　開会日
　６月２１日�月 　一般質問
　６月２２日�火 　一般質問
　６月２３日�水 　予備日
　６月２５日�金 　最終日

　開会日は変更する場合があ
りますので、傍聴の際は、日
程を確認してください。多く
の方の傍聴をお待ちしていま
す。

問い合わせ

議会事務局　�３９ - ２３２２

「山川草木を育てるつどい
富良野本部植樹祭」

用
す
る
方
を
対
象
に
、
定
期
検
査

を
実
施
し
ま
す
。

◆
対　

象

　

現
在
、
は
か
り
売
り
を
し
て
い

る
方
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
次
の
状
況
に
あ
る
も

の
は
検
査
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

�
各
種
製
造
業
及
び
加
工
業
で
材

料
調
合
及
び
社
内
管
理
用
に
の
み

使
用
さ
れ
て
い
る
は
か
り

�
農
家
な
ど
で
使
用
し
て
い
る
目

安
用
（
計
量
後
、
一
度
農
協
な
ど

に
集
荷
し
農
協
な
ど
の
名
称
で
販

売
さ
れ
る
と
き
）

�
病
院
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
患
者

の
自
己
管
理
用
の
体
重
計

�
学
校
、
病
院
な
ど
で
使
用
さ
れ

る
栄
養
管
理
用
の
は
か
り

�問
 

商
工
観
光
課
商
工
労
働
係

３
９
‐
２
３
１
２
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◎
男
性
の
ス
ト
レ
ス
病

　

不
況
が
続
く
中
、
多
く
の
ス
ト

レ
ス
の
も
と
が
社
会
で
活
躍
す
る

人
た
ち
の
上
に
シ
ャ
ワ
ー
の
よ
う

に
降
り
注
い
で
い
ま
す
。
さ
ら
に

家
庭
で
も
妻
や
子
ど
も
と
会
話
が

な
く
孤
立
す
る
こ
と
が
多
く
、
男

性
が
自
分
の
居
場
所
を
見
つ
け
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

男
性
に
降
り
か
か
る
ス
ト
レ
ス

シ
ャ
ワ
ー

●
テ
ク
ノ
ス
ト
レ
ス
〜
パ
ソ
コ
ン

を
使
い
こ
な
せ
な
い
こ
と
だ
け
で

な
く
、
パ
ソ
コ
ン
に
没
頭
し
す
ぎ

て
人
間
関
係
が
お
ろ
そ
か
に
な
る

過
剰
適
応
も
ス
ト
レ
ス
に
な
る
。

●
リ
ス
ト
ラ
ス
ト
レ
ス
〜
終
身
雇

用
制
の
崩
壊
に
よ
っ
て
、　

歳
代

４０

後
半
か
ら　

歳
代
は
リ
ス
ト
ラ
の

５０

不
安
と
い
う
新
た
な
ス
ト
レ
ス
が

生
じ
て
い
る
。

●
会
話
の
な
い
家
庭
〜
家
庭
で
の

人
間
関
係
の
悪
化
は
、
社
会
的
ス

ト
レ
ス
よ
り
も
強
い
ス
ト
レ
ス
に

な
る
。

　

原
因
不
明
の
体
の
不
調
が
続
い

た
ら「
ス
ト
レ
ス
病
」を
う
た
が
っ

て
み
ま
す
。
休
養
を
と
り
、
ス
ト

レ
ス
の
も
と
か
ら
距
離
を
お
く
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、

本
人
が
思
う
以
上
に
「
ス
ト
レ
ス

病
」
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
も
あ

る
の
で
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と

が
一
番
安
心
で
き
る
方
法
で
す
。

　
「
ス
ト
レ
ス
病
」
は
、
仕
事
の
能

率
を
悪
く
す
る
だ
け
で
な
く
、
胃

潰
瘍
や
高
血
圧
な
ど
の
発
症
・
悪

化
に
も
関
係
し
、
最
悪
の
場
合
は

過
労
死
や
自
殺
と
い
う
不
幸
な
結

果
に
い
た
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

食
欲
の
変
化
、
不
眠
、
気
力
の
減

退
、
疲
れ
が
抜
け
な
い
、
頭
が
重

い
、
気
分
が
沈
み
が
ち
だ
、
め
ま

い
が
す
る
、
息
苦
し
い
、
自
分
を

責
め
て
し
ま
う
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
、

訳
も
な
く
不
安
だ
、
集
中
力
が
で

な
い
、
性
欲
減
退
な
ど
は
ス
ト
レ

ス
度
が
高
い
サ
イ
ン
で
す
。

「
ス
ト
レ
ス
病
者
」
に
対
す
る

　

の
職
場
ご
法
度
べ
か
ら
ず
集

１０
�
偏
見
を
持
つ
べ
か
ら
ず

�
責
め
る
（
怒
鳴
る
、
説
教
す
る
）

べ
か
ら
ず

�
初
期
サ
イ
ン
を
見
落
と
す
べ
か

ら
ず

�
励
ま
す
べ
か
ら
ず

�
自
分
の
価
値
観
を
お
し
つ
け
る

べ
か
ら
ず

�
重
大
な
決
定
（
契
約
・
転
職
・

退
職
な
ど
）
を
さ
せ
る
べ
か
ら
ず

�
休
養
を
妨
げ
る
べ
か
ら
ず

�
医
療
情
報
を
勝
手
に
得
よ
う
と

す
る
べ
か
ら
ず

�
復
職
後
、
一
度
に
負
担
を
与
え

る
べ
か
ら
ず

�
再
発
は
な
い
と
思
う
べ
か
ら
ず

富良野医師会　渡部 秀雄

●生活習慣病の改善⑪

ＱA ダイヤル交換市

消費生活センター 　�３９‐１１６６
月～金曜日 午前１０時～午後４時

※相談窓口・ダイヤル交換市は

ダイヤル交換市

覚
え
の
な
い
請
求
が
携
帯

電
話
に
か
か
っ
て
き
た
。

有
料
サ
イ
ト
や
出
会
い
系
サ
イ

ト
な
ど
は
利
用
し
て
い
な
い
の

だ
が
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

昨
年
度
の
相
談
の
中
で
最

も
多
か
っ
た
の
が
「
不
当

請
求
」
で
す
。
今
年
度
に
入
っ

て
も
減
る
気
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
近
の
傾
向
と
し
て
郵
便
物

や
電
子
メ
ー
ル
よ
り
も
、
直
接

携
帯
電
話
な
ど
に
電
話
を
し
て

き
て
支
払
い
を
強
要
し
て
く
る

と
い
っ
た
も
の
が
増
え
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
電
子

メ
ー
ル
を
削
除
せ
ず
に
開
い
て

し
ま
う
と
ど
の
ボ
タ
ン
を
押
し

て
も
「
登
録
さ
れ
ま
し
た
」
と

い
う
画
面
に
切
り
替
わ
っ
て
し

ま
う
と
い
う
相
談
も
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
不
当
請
求
の

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
無

視
す
る
。

②
不
用
意
に
連
絡
し
な
い
。

③
個
人
情
報
は
教
え
な
い
。

④
「
債
権
譲
渡
、
債
権
回
収
」

と
い
う
言
葉
に
は
要
注
意
。

⑤
「
裁
判
に
す
る
」「
そ
ち
ら
に

直
接
回
収
に
行
く
」
な
ど
と
い

う
言
葉
に
惑
わ
さ
れ
な
い
。

　

支
払
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、

お
金
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。「
至
急
連

絡
く
だ
さ
い
」
な
ど
支
払
期
限

が
迫
っ
て
い
て
も
、
メ
ー
ル
へ

の
返
信
、
電
話
、
支
払
い
を
す

る
前
に
ま
ず
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
者
相
談 
Ｑ
＆
Ａ
携
帯
電
話
に
請
求
電
話
が
き
た
！

捨てる前にちょっと考えてみませ
んか？あなたがいらなくなったも
のを必要としている人がいます。
◆登録・希望は随時受け付けます。
◆登録期間は６カ月です。

 譲ります 
�家庭用遠赤外線サウナ�マッ
サージチェア�ルームランナー�
押し入れ用棚�デジタルカメラ�
風呂釜�自転車（２２�）�電動ミシ
ン�窓用網戸�電気のこぎり�冷
蔵庫（４００�）�グラインダー

 譲ってください 
�はた織機�工業用ミシン�ベ
ビーベッド�２段ベッド�剣道防
具一式�アップライトピアノ�お
むつカバー�ミシン�ホームベー
カリー



満開のエゾヤマザクラ
５月の晴れた朝、文化会館横の蒸気機関車の前で咲いていた桜を撮りました。
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を受けています。デザイン
やレイアウトの構成方法な
ど基本的な技術を学ぶので
すが、機能の多さにとても
感動。しかし構成自体につ
いては考えてくれないので、
やはり自分自身の修行が先
に必要です。（と）

編集後記◆◆◆
■秋に開局予定の地域ＦＭ
「ラジオふらの」のアカデ
ミーに参加中です。伝える
という面では広報と通じる
ところがありますが、ラジ
オは生放送が基本。マイク
を前にするとカラオケなど
では味わえないような緊張
感が…いい経験です。（か）


